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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は

Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
地
方
分
散
の
時
代
へ

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
の
訪
日
外

国
人
旅
行
者
は
過
去
最
高
の
２
４
０
３
万

人
（
前
年
比
21
・
８
％
増
）、
４
年
連
続

で
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
背
景
に
は
、

近
年
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
も
含
め
た
航
空
路
線
の
拡

大
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
の
増
加
な

ど
に
加
え
、
２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）

以
降
、継
続
的
に
行
っ
て
い
る
「
ビ
ジ
ッ
ト・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
近
年
の
ビ

ザ
の
大
幅
緩
和
、
消
費
税
免
税
制
度
の
拡

充
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
戦
略

的
に
行
っ
て
き
た
成
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

政
府
で
は
、
観
光
を
我
が
国
の
基
幹
産

業
へ
と
成
長
さ
せ
、「
観
光
先
進
国
」
と

な
る
た
め
、
２
０
１
６
年
３
月
に
「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は「
全
国
津
々
浦
々

そ
の
土
地
ご
と
に
、
日
常
的
に
外
国
人
旅

行
者
を
も
て
な
し
、
我
が
国
を
舞
台
と
し

た
活
発
な
異
文
化
交
流
が
育
ま
れ
る
、
真

に
世
界
へ
開
か
れ
た
国
」
と
な
る
こ
と
が

掲
げ
ら
れ
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
に

は
意
欲
的
な
目
標
数
値
が
並
ん
で
お
り

（
表
）
近
年
の
こ
の
状
況
を
一
過
性
の
ブ

ー
ム
で
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
う
政
府
の

「
本
気
」
が
伝
わ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
き
な
特
徴

は
、
観
光
を
地
方
創
生
の
切
り
札
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
目
標
で

は
、
地
方
部
（
三
大
都
市
圏
以
外
）
に
お

け
る
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
を
２
０
２
０

年
ま
で
に
７
０
０
０
万
人
泊
（
２
０
１
５

年
の
３
倍
程
度
）と
、
地
方
を
対
象
と
し

た
具
体
的
な
目
標
を
定
め
て
い
る
他
、
訪

日
外
国
人
の
旅
行
消
費
額
を
８
兆
円

（
２
０
１
５
年
の
２
倍
超
）
と
し
て
い
る
。

国
内
の
旅
行
消
費
額
の
推
移
を
見
る
と
、

旅
行
消
費
額
全
体
に
占
め
る
訪
日
外
国

人
旅
行
の
割
合
は
年
々
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
（
図
１
）
や
、
１
人
１
回
当
た
り
の

旅
行
単
価
で
は
日
本
人
よ
り
も
高
い
こ
と

（
図
２
）
も
あ
り
、
意
欲
的
な
目
標
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た

め
に
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
「
地
方
の
商

店
街
等
に
お
け
る
観
光
需
要
の
獲
得
・
伝

統
工
芸
品
等
の
消
費
拡
大
」
に
言
及
さ
れ

て
い
る
通
り
、
都
市
部
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
部
で
も
訪
日
外
国
人
の
消
費
活
動

訪
日
外
国
人
消
費
と

地
域
の
経
済
効
果
向
上
の
捉
え
方

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
経
済
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

柿
島
　
あ
か
ね

2020 年 2030 年

訪日外国人旅行者数 4,000万人 6,000万人

訪日外国人旅行消費額 8 兆円 15 兆円

地方部（三大都市圏以外）での外国人
延べ宿泊者数 7,000万人泊 1億 3,000万人泊

外国人リピーター率 2,400 万人 3,600 万人

日本人国内旅行消費額 21兆円 22 兆円

表  「 明日の日本を支える観光ビジョン」主な目標数値

資料：「明日の日本を支える観光ビジョン」（明日の日本を支える観光ビジョン構想会議）より
          （公財）日本交通公社作成
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を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
訪
日
外
国
人
を

た
く
さ
ん
呼
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
に

分
散
さ
せ
、
そ
こ
で
し
っ
か
り
と
消
費
を

し
て
も
ら
い
、
地
域
の
経
済
効
果
に
結
び

つ
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た

ビ
ジ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の

動
向
に
目
を
転
じ
る
と
、
市
場
の
成
熟

化
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
登
場
に
よ
り
、
観
光
・

レ
ジ
ャ
ー
目
的
に
お
い
て
は
特
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（Foreign Independent Tour

／
航
空

券
や
宿
泊
施
設
を
個
別
に
手
配
す
る
旅

行
）
が
進
展
し
て
き
て
お
り
、
２
０
１
６

年
は
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て

い
る
（
図
３
）。

　

ま
た
、
現
在
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
多
く
が
都

市
型
の
滞
在
を
主
と
し
て
い
る
が
、
先
述

の
通
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
も
含
め
た
航
空
路
線
の

拡
大
に
よ
る
海
外
か
ら
の
地
方
都
市
へ
の

就
航
便
数
の
増
加
、
さ
ら
に
、
訪
日
外

国
人
を
対
象
と
し
た
国
内
の
鉄
道
や
高

速
バ
ス
な
ど
の
周
遊
パ
ス
の
充
実
に
よ
っ

て
地
方
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
は
格
段
に
向

上
し
て
き
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
進
展
と
と

も
に
地
方
へ
の
訪
問
頻
度
も
増
え
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

図1   旅行消費額の推移

図2   1人1回当たりの旅行単価の推移

資料：「旅行・観光消費動向調査 平成27年年間値（確報） 」（観光庁）より（公財）日本交通公社作成

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

資料：「旅行・観光消費動向調査 平成27年年間値（確報）」（観光庁）より（公財）日本交通公社作成
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 ■日本人国内旅行の１人１回当たり旅行単価（宿泊旅行）　■訪日外国人旅行の１人１回当たり旅行単価
■日本人国内旅行伸び率　■訪日外国人国内旅行伸び率

2011　　   　　　　 　　　　2012　　   　　　　 　　　　2013　　   　　　　 　　　　2014　　   　　　　 　　　　2015　（年）

 ■日本人国内宿泊旅行　■日本人国内日帰り旅行　■日本人海外旅行（国内分）　■訪日外国人旅行
■訪日外国人旅行が占める割合

2011　　   　　　　 　　　 2012　　   　　　　 　　　 2013　　   　　　　 　　　 2014　　   　　　　 　　　 2015　（年）
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ま
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
、
地
方
化
が
進
む
こ

と
に
よ
り
、
観
光
地
に
お
い
て
も
、
団
体

ツ
ア
ー
客
と
は
異
な
る
消
費
ニ
ー
ズ
が
生

ま
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
近
年
、
訪

日
外
国
人
を
対
象
と
し
た
交
通
パ
ス
が

盛
ん
に
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
国
内

を
自
由
に
移
動
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を

図3  訪日外国人の旅行手配方法の推移（観光・レジャー目的）

図4  費目別に見る訪日外国人1人当たり旅行支出（来訪目的別）

図5  都市部と地方部の旅行中支出の費目別構成比

資料：「訪日外国人消費動向調査（平成26年）」（注1）（観光庁）より（公財）日本交通公社作成

■宿泊料金　■飲食費　■交通費　■娯楽サービス費　■買物代　■その他

地方部
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2014年

2015年

2016年

都市部

宿泊料金　　   　　　　 飲食費　　   　　　　  交通費　　   　　　娯楽サービス費　　   　　　買物代　　   　　　　  その他

■業務目的　■観光・レジャー目的
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■団体ツアー　■個別手配（個人旅行向けパッケージ商品の利用含む）

資料：「訪日外国人消費動向調査（平成27年）」（観光庁）より（公財）日本交通公社作成
※2016年の数値については（公財）日本交通公社の独自推計
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の
中
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
定
住
人
口

縮
小
の
あ
お
り
を
強
く
受
け
る
地
方
で

は
、
訪
日
外
国
人
に
よ
る
交
流
人
口
の

拡
大
に
寄
せ
る
期
待
は
今
ま
で
以
上
に

大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
日
本
中
の
自
治
体
で
訪
日
外

国
人
を
取
り
合
う
、
い
わ
ば
競
争
的
環
境

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
施
策
や
、
各
事
業
者
の
取
り
組
み
に
よ

っ
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
来
訪
を
地

域
の
経
済
効
果
向
上
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
の
差

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
際
、
参
考
と
な
る
の
が
、
昨
今
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
前
か
ら

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
て
い
た

観
光
地
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
を
行
い
、
特
に
地
域
へ
の
経

済
効
果
向
上
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
成

果
を
上
げ
て
き
た
の
か
検
証
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、「
特
集
２
」
で
は
、

古
く
か
ら
訪
日
外
国
人
を
受
け
入
れ
て

き
た
３
つ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
先
進

観
光
地
（
広
島
県
廿は

つ

日か

市い
ち

市
、
山
梨
県

富
士
河
口
湖
町
、
岐
阜
県
高
山
市
）
を

対
象
と
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の
変
遷

を
整
理
す
る
。

（％）

（％）

0.4

0.4
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な
り
、
さ
ら
に
日
用
品
の
購
入
や
生
活
サ

ー
ビ
ス
を
通
じ
て
地
域
内
で
消
費
が
生
ま

れ
、
こ
れ
が
地
域
住
民
の
所
得
に
つ
な
が

る
と
い
う
循
環
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
循
環
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光
は
地
域

外
か
ら
の
収
入
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
一
手

段
と
し
て
地
域
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
国
内

市
場
が
中
心
だ
っ
た
「
地
域
外
」
市
場
が
、

少
子
高
齢
化
に
伴
い
市
場
縮
小
し
て
い
る

こ
と
、
代
わ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
比
重

も
高
ま
り
始
め
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、

こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
売
り
上
げ

増
は
も
と
よ
り
、
地
域
経
済
循
環
の
活

性
化
や
経
済
効
果
に
寄
与
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
経
済
効
果

を
高
め
て
い
く
の
か
。
地
域
の
経
済
効
果

向
上
に
あ
た
っ
て
は
「
①
旅
行
者
（
本
特

集
に
お
い
て
は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）
を

増
や
す
」「
②
１
人
当
た
り
の
消
費
単
価

を
上
げ
る
」「
③
域
内
調
達
率
を
高
め
る
」

の
３
つ
の
視
点
が
重
要
と
な
る
（
図
６
）。

①
×
②
は
い
わ
ゆ
る
観
光
消
費
額
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
③

の
域
内
調
達
率
（
地
域
内
か
ら
原
材
料
や

雇
用
者
を
調
達
す
る
率
）
も
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
域
内
調
達
率
が
高
け
れ

ば
地
域
内
で
と
ど
ま
る
金
額
が
多
く
な

り
、
経
済
効
果
は
高
く
な
る
が
、
こ
の
比

率
が
低
け
れ
ば
地
域
外
に
流
出
す
る
金

額
が
多
く
な
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

地
域
内
に
と
ど
ま
る
金
額
は
少
な
く
な
る

た
め
経
済
効
果
は
低
く
な
る
。

　

例
え
ば
、
一
見
、
入
込
客
数
が
多
い
観

光
地
だ
と
し
て
も
、
そ
の
多
く
が
滞
在
時

間
の
短
い
日
帰
り
客
で
、
１
人
当
た
り
の

消
費
単
価
が
低
い
場
合
、
経
済
効
果
は

薄
く
な
っ
て
し
ま
う
。
同
様
に
、
そ
の
観

光
地
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
さ
れ
る
食
事

に
使
わ
れ
て
い
る
食
材
が
地
域
外
か
ら
購

入
し
た
も
の
が
多
い
場
合
は
、
地
域
内
の

波
及
効
果
は
商
業
マ
ー
ジ
ン
と
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
に
と
ど
ま
り
、
経
済
効
果
は

薄
く
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
①
、
②
、

③
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能
し
、
こ
れ
ら
の

相
乗
効
果
に
よ
っ
て
地
域
の
経
済
効
果
は

向
上
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
観
光
地
で
は
ど
の
よ
う
な
施
策

が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
①
に
つ

い
て
は
、
古
く
か
ら
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
や

観
光
地
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
、
近
年
で
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
な
ど
、
入
込
客
数
を
増
や
す
た
め
の

地
域
と
し
て
何
を
提
供
し
、
ど
の
よ
う
に

受
け
入
れ
る
か
と
い
う
視
点
で
の
整
理
を

行
う
が
、
そ
も
そ
も
訪
日
外
国
人
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
各
地
域
が
何
を
ど

う
提
供
で
き
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
特
集
４
」

で
は
、
訪
日
外
国
人
向
け
の
日
本
観
光
情

報
サ
イ
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
の
編
集

長
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
国
内
約

１
０
０
０
カ
所
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
足
を

運
ん
で
取
材
を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
ス
イ

ス
人
の
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
氏
に
、「
外
国
人

の
目
か
ら
見
た
地
域
資
源
活
用
の
可
能
性
」

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
地
域
の

経
済
効
果
向
上
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

地
域
の
経
済
効
果
向
上
の

考
え
方

　

本
特
集
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
最
初
に

地
域
経
済
に
お
け
る
観
光
業
の
位
置
づ
け

を
確
認
し
た
い
。
地
域
経
済
は
、製
造
業
、

農
業
、
観
光
な
ど
の
地
域
外
を
主
な
市
場

と
す
る
産
業
と
、
商
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
地
域
内
を
主
な
市
場
と
す
る
産
業
に

分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
外

か
ら
の
収
入
が
域
内
で
働
く
人
の
所
得
と

受
け
て
商
品
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
訪
日
外
国
人
の
消
費
額
は
「
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
目
的
」
よ
り
も
「
業
務
目

的
」
の
ほ
う
が
全
体
的
に
高
い
傾
向
が
見

て
と
れ
る
が
、
唯
一
、
買
物
代
だ
け
は
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
ほ
う
が
高
く
（
図

４
）、
買
い
物
に
寄
せ
る
期
待
が
大
き
い
。

し
か
し
、
都
市
部
（
三
大
都
市
圏
：
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

愛
知
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
）

と
そ
れ
以
外
の
地
方
部
の
日
本
滞
在
中
の

費
目
別
支
出
を
見
る
と
、
地
方
部
で
は
都

市
部
と
比
較
し
て
買
物
代
が
低
い
結
果
と

な
っ
て
お
り
（
図
５
）、
外
国
人
の
買
い

物
ニ
ー
ズ
を
地
方
で
受
け
止
め
き
れ
て
い

な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
以
上
の
例

か
ら
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
・
地
方
化
と
い
う
新
た

な
動
き
に
対
し
て
は
、
対
応
が
始
ま
り
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
課
題
も
存
在
し
て
い
る
。

そ
こ
で
「
特
集
３
」
で
は
主
に
旅
行
者
の

消
費
活
動（「
飲
食
」「
宿
泊
」「
交
通
」「
買

い
物
」「
体
験
」）
別
に
特
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
対

象
と
し
た
消
費
促
進
に
関
す
る
先
進
的

な
取
り
組
み
を
整
理
す
る
。

　

ま
た
、
特
集
２
、３
は
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
受
け
入
れ
る
側
（
着
地
側
）
に
立
ち
、
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も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
や
修

学
旅
行
な
ど
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
し

た
受
入
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
地
域

の
受
入
態
勢
を
よ
く
把
握
し
た
上
で
行
う

必
要
が
あ
る
。

　
「
閑
散
期
を
埋
め
る
客
層
」
は
年
間
を

通
じ
て
複
数
の
客
層
（
例
：
日
本
人
と
外

国
人
な
ど
）
を
対
象
と
し
、
閑
散
期
を
減

ら
し
て
繁
忙
期
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
日
本
人
の
国
内
旅
行
需

要
は
季
節
、曜
日
と
も
に
偏
在
し
て
お
り
、

閑
散
期
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
需
要
を
平
準
化
す
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
「
消
費
単
価
が
高
い
客
層
」
に
つ
い
て

は
、
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
旅
行
者
の
嗜し

好こ
う

が
挙
げ
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
日
本
の
歴
史
・
文
化
へ
の

嗜
好
に
つ
い
て
、
図
８
を
見
る
と
、「
日

本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
体
験
（
国
籍
別
）」

で
は
、
全
体
的
に
欧
米
の
満
足
度
が
高
く

ア
ジ
ア
は
低
い
傾
向
に
あ
る
。
国
籍
に
よ

る
嗜
好
の
違
い
は
あ
く
ま
で
も
一
例
で
は

あ
る
が
、
一
言
で
「
外
国
人
」
と
い
っ
て

も
嗜
好
は
多
様
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

ど
う
い
っ
た
層
が
地
域
資
源
に
価
値
を
見

い
だ
し
て
く
れ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

手
段
で
は
あ
る
が
、
ハ
ー
ド
整
備
と
な
る

場
合
は
巨
額
な
資
金
と
長
い
時
間
を
要

し
て
し
ま
う
こ
と
、
関
係
者
が
多
い
た
め

に
観
光
関
連
部
署
の
み
で
取
り
組
む
こ
と

が
困
難
で
あ
る
。
地
方
部
に
立
ち
寄
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
ま
ず
は
「
通
り
か
か
っ

て
も
ら
う
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

他
地
域
と
連
携
し
た
広
域
周
遊
ル
ー
ト
の

開
発
、
旅
行
商
品
づ
く
り
、
共
同
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
既
に
通
り
か
か
っ
て
い
る
外
国
人

に
対
し
て
は
、
観
光
情
報
を
提
供
し
、
魅

力
を
認
知
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
こ
と
も

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
経
済
効
果
の
高
い
人
に
来
て
も
ら
う
】

　

経
済
効
果
を
高
め
る
と
い
う
観
点
に

お
い
て
は
、「
時
間
単
価
が
高
い
客
層
」「
閑

散
期
を
埋
め
る
客
層
」「
消
費
単
価
が
高

い
客
層
」
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
ど
ん
な

客
層
を
呼
び
込
む
こ
と
が
、
消
費
単
価
の

向
上
に
つ
な
が
る
か
と
い
う
視
点
が
重
要

で
あ
る
。

　
「
時
間
単
価
が
高
い
客
層
」
は
一
度
に

た
く
さ
ん
受
け
入
れ
ら
れ
る
客
層
（
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
や
修
学
旅
行
な
ど
）
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
時
間
単
価
の
向
上
を
狙
う

や
す
」
た
め
に
は
、「
ど
ん
な
人
」
を
「
ど

の
程
度
」
増
や
し
た
い
の
か
と
い
う
視
点

が
重
要
と
な
る
。
一
般
的
な
集
客
に
お
い

て
は
、
性
別
、
年
代
、
居
住
地
、
同
行
者

な
ど
の
「
属
性
」
や
、
来
訪
回
数
（
初
来

訪
／
リ
ピ
ー
タ
ー
）、
主
な
来
訪
目
的
、

旅
行
手
配
方
法
（
団
体
ツ
ア
ー
／
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）、
滞
在
日
数
な
ど
の
「
旅
行
内
容
」

な
ど
に
着
目
を
し
た
集
客
が
あ
る
。

【
地
方
に
来
て
も
ら
う
】

　

先
述
の
集
客
の
視
点
に
加
え
、
特
に

地
方
部
へ
の
集
客
と
い
う
観
点
か
ら
考

察
し
た
い
。
公
共
交
通
が
発
達
し
、
主

要
な
空
港
や
駅
が
存
在
し
立
ち
寄
り
頻

度
が
高
い
都
市
部
と
比
べ
る
と
ア
ク
セ
ス

面
か
ら
地
方
部
は
圧
倒
的
に
不
利
で
あ

る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
加
え
、
そ
の
地

域
が
持
つ
資
源
の
誘
引
力
（
例
：
外
国

人
が
訪
日
の
主
目
的
と
し
て
訪
れ
る
よ

う
な
資
源
の
有
無
）
な
ど
の
影
響
も
考

慮
し
た
上
で
現
状
を
認
識
し
、
自
分
の

地
域
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
か
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ア
ク
セ
ス
面
で
不
利
な
状
況
に
あ
る
場

合
は
、
交
通
網
の
整
備
は
最
も
効
果
的
な

施
策
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
も
、
地
域
全
体
の
観
光
収
入

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
が
浸
透
し
、
近
年
で
は
、
観
光
振
興

計
画
の
成
果
指
標
と
し
て
、
旅
行
者
数
だ

け
で
は
な
く
１
人
当
た
り
の
消
費
単
価
を

把
握
し
た
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
乗
じ
た

地
域
全
体
の
観
光
消
費
額
を
把
握
す
る

都
道
府
県
、
市
町
村
も
増
え
て
い
る
。
一

方
、
③
の
域
内
調
達
率
に
つ
い
て
は
そ
の

重
要
性
に
つ
い
て
認
識
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
向
上
に
資
す
る
具
体
的
な
施
策
は

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
観
光
は
運
輸
業
、
宿
泊

業
、
飲
食
業
、
さ
ら
に
は
農
林
漁
業
、
製

造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
幅
広
い
業
種

に
波
及
す
る
産
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
域

内
調
達
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地

域
の
産
業
が
充
実
し
て
い
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
観
光
関
連
産
業
以
外
の
業

種
と
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　

３
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、
本
特
集
で
扱

う
事
例
に
つ
い
て
整
理
し
た
（
図
7
）。

①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を「
増
や
す
」

　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
現
状
か
ら
「
増
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9 特集◉外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには
特集1 訪日外国人消費と地域の経済効果向上のとらえ方

図7  地域の経済効果向上に向けた3つの視点と本特集での事例
訪日外国人旅行者を増やす

【地方に来てもらう】

特集 2-1（廿日市市） 瀬戸内エリアパスを活用したプロモーション

特集 2-3（高山市） 各種広域ルートを活用したプロモーション

【経済効果の高い人に来てもらう】

特集 2-2（富士河口湖町） 外国人旅行者を取り込んだ需要平準化

特集 2-3（高山市） 外国人旅行者を取り込んだ需要平準化

特集 3・事例 2 ＜宿泊＞ 富裕層を対象としたプロモーション（大歩危・祖谷温泉郷、軒下図書館）

消費単価を上げる

【消費時間を増やす】

特集 3・事例 5 ＜体験＞ 夜間の魅力づくりと需要創出（TOKYO YOKOCHO WEEK）

【消費拠点・対象を増やす】

特集 3・事例 1 ＜飲食＞ 飲食店の集積（かごっまふるさと屋台村）

特集 3・事例 3 ＜交通＞ 個人客向けフリーパスの活用による消費エリアの拡大（各種フリーパス）

特集 3・事例 4 ＜買い物＞ 「英語少し通じます商店街」の取り組み（品川区内商店街）

【高く売る】

特集 2-3（高山市） 海外における飛騨牛などのブランド化

域内調達率を高める

【地域の産品を活用する】

特集 2-1（廿日市市） 市内、島内におけるもみじまんじゅうの製造など

【異業種を知る・連携する】

特集 3・事例 2 ＜宿泊＞ 宿泊施設を核とした異業種連携による体験プログラムの提供（軒下図書館）

【域内人材を活用する】

特集 3・事例 4 ＜買い物＞ 「英語少し通じます商店街」の取り組み（品川区内商店街）

資料：（公財）日本交通公社作成

図6  地域の経済効果向上にあたってのポイント

①訪日外国人旅行者を増やす ②１人当たりの消費単価を上げる ③域内調達率を高める

資料：（公財）日本交通公社作成観光消費額

な
期
待
を
持
ち
、
何
に
お
金
を
払
っ
て
く

れ
る
の
か
と
い
っ
た
視
点
を
持
っ
て
集
客

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
二
に
、旅
行
行
動
へ
の
着
目
で
あ
る
。

当
該
観
光
地
を
何
度
も
訪
れ
る
よ
う
な

リ
ピ
ー
タ
ー
は
新
規
客
に
比
べ
て
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、

一
般
的
に
利
益
率
が
高
い
と
言
わ
れ
て
お

り
、
結
果
的
に
１
人
当
た
り
の
消
費
単
価

が
高
く
な
る
。
ま
た
、
図
４
の
通
り
、
訪

日
外
国
人
の
日
本
滞
在
中
の
消
費
額
を

目
的
別
（
業
務
目
的
／
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

目
的
）
で
見
る
と
、
買
物
代
を
除
い
て
業

務
目
的
の
ほ
う
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
目

的
に
よ
っ
て
も
消
費
単
価
は
異
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
単
価

を「
上
げ
る
」

【
消
費
時
間
を
増
や
す
】

　

消
費
時
間
を
増
や
す
に
あ
た
っ
て
必
要

な
視
点
と
し
て
、
第
一
に
、
現
在
収
益
を

上
げ
て
い
な
い
時
間
帯
（
夜
間
・
早
朝
な

ど
）
や
状
況
（
悪
天
候
時
な
ど
）
を
把
握

し
、
消
費
可
能
な
時
間
を
延
ば
す
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
地
元
客
を
対
象
と
し
て

い
た
飲
食
店
が
旅
行
者
に
も
楽
し
ん
で
も
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ま
ず
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
は
、

外
国
人
が
日
本
で
何
ら
か
の
体
験
を
す
る

場
合
、
多
言
語
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

文
化
的
背
景
が
異
な
る
た
め
、
日
本
人
と

は
興
味
・
関
心
を
持
つ
ポ
イ
ン
ト
が
異
な

る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
外
国

人
目
線
の
詳
細
か
つ
分
か
り
や
す
い
解
説

な
ど
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
体

明
確
に
し
、
確
実
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

い
る
層
に
届
く
よ
う
な
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
高
く
売
る
】

　

観
光
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
質
の
向
上
を

図
り
、
消
費
単
価
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う

視
点
も
重
要
で
あ
る
。

増
え
、
選
択
肢
が
広
が
る
一
方
で
、
商
品

選
択
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
特
に
商
品
の
違
い
が
明
確
で
な
い
場

合
は
、
旅
行
者
の
目
的
に
合
致
し
た
商
品

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
最
終
的

に
価
格
で
商
品
選
択
を
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
高
く
な
る
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

増
や
す
と
と
も
に
、
他
商
品
と
の
違
い
を

図8  今回「日本の歴史・伝統文化体験」をした人のうち満足した人の
割合（国籍・地域別）（観光・レジャー目的）

資料：「訪日外国人消費動向調査（平成27年）」（観光庁）より（公財）日本交通公社作成

インド

カナダ

イギリス

フィリピン

スペイン

ロシア

フランス

オーストラリア

アメリカ

ドイツ

インドネシア

ベトナム

シンガポール

イタリア

マレーシア

タイ

全体

香港

韓国

台湾

中国

その他

0　　 　　　　　　　　　　　　　50　　 　　　　　　　　　　　　 100

100.0

ら
う
た
め
に
開
店
時
間
を
延
長
す
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
１
人
当
た
り
の
滞
在
時
間
を

延
ば
す
こ
と
で
あ
る
。
滞
在
時
間
が
延
び

る
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
機
会
も
増
え
、
１

人
当
た
り
の
消
費
単
価
が
向
上
す
る
可

能
性
が
高
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
複
数
の
地

域
資
源
を
ス
ト
ー
リ
ー
や
テ
ー
マ
で
結
ぶ

マ
ッ
プ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
作
成
や
配

布
な
ど
、
回
遊
性
の
向
上
が
有
効
で
あ
る

だ
ろ
う
。

【
消
費
拠
点
・
対
象
を
増
や
す
】

　

消
費
拠
点
の
増
加
に
あ
た
っ
て
は
、
来

訪
し
て
い
る
外
国
人
の
旅
行
行
動
や
滞
在

形
態
を
踏
ま
え
た
整
備
が
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
。
例
え
ば
、
主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ

の
立
ち
寄
り
が
多
く
、
日
帰
り
が
多
い
観

光
地
の
場
合
は
、
主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
付

近
に
消
費
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
が
有

効
で
あ
る
。
し
か
し
、
宿
泊
施
設
で
ゆ
っ

く
り
と
し
た
滞
在
が
多
い
場
合
は
、
宿
泊

施
設
内
や
そ
の
付
近
に
消
費
拠
点
を
整

備
す
る
こ
と
が
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
旅
行
者
に
と
っ
て
消
費
で
き
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
は
消
費
機
会
が

99.5
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98.7

98.5

98.5

98.5

97.6
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96.7

96.5

96.2

94.9
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対
応
す
る
と
い
う
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
農
産
品
な
ど
の
場
合
、
食
材
と

し
て
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
安
定
的
な
供
給
が
必
要
と
な
る
が
、

食
材
と
し
て
で
は
な
く
、
土
産
物
品
と
し

て
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
、
も
し
く
は

観
光
地
全
体
で
朝
市
な
ど
を
開
催
し
、
販

売
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
宿
泊

事
業
者
や
飲
食
店
が
仕
入
れ
の
際
に
重

視
す
る
こ
と
と
し
て「
安
価
で
あ
る
こ
と
」

も
し
く
は
「
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
こ
と
」

と
い
う
２
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
地
場
産
品

の
多
く
が
こ
の
２
点
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
こ
と
が
多
く
、
結
果
的
に
地
場
産

品
を
活
用
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
例
え
ば
、
価
格
に
つ
い
て
は
、

流
通
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
、
同
じ
地
域
内

な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
市
場

に
出
回
る
価
格
よ
り
安
価
に
提
供
す
る
こ

と
や
、
規
格
外
の
農
産
品
を
通
常
よ
り
も

安
価
に
地
域
内
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

に
提
供
す
る
工
夫
も
必
要
と
な
る
だ
ろ

う
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、
生
産
量

が
少
な
く
市
場
に
出
回
ら
な
い
地
場
産
品

を
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
そ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な

供
給
」が
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

通
常
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
は
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
り
、
一
定
量
の
食
材
を
必
要
と
す

る
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な
提
供
を
希
望
す

る
こ
と
も
多
い
が
、
天
候
な
ど
の
影
響
に

よ
り
安
定
的
な
提
供
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も

多
々
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
は
、
地
域
全
体
で
供
給
を
担
う
と

い
う
考
え
方
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
各
生

産
者
が
作
期
を
分
散
す
る
よ
う
調
整
し
、

地
域
全
体
と
し
て
の
出
荷
期
間
を
拡
大
し

て
、
宿
泊
施
設
・
飲
食
店
は
複
数
の
生
産

者
と
契
約
す
る
こ
と
や
、
宿
泊
施
設
・
飲

食
施
設
が
生
産
者
と
直
接
交
渉
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
の
生
産
状
況
を
一
元
的

に
把
握
し
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
を
介
し
て
食
材
や
原
材
料
を
仕
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
の
構
築
も
解
決
策
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

他
に
、
地
場
の
食
材
を
使
っ
た
加
工
品

（
缶
詰
・
冷
凍
食
品
な
ど
）
を
開
発
、
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、供
給
だ
け
で
な
く
、

価
格
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
も
解
決
策

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

以
上
は
安
定
的
な
供
給
を
目
指
し
た

場
合
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も

安
定
的
に
供
給
で
き
な
い
場
合
に
柔
軟
に

験
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
こ
う

し
た
部
分
で
の
高
付
加
価
値
化
が
重
要

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
地
場
産
品
に
つ
い
て
は
、
近
年

で
は
越
境
Ｅ
Ｃ
な
ど
も
盛
ん
に
な
り
、
外

国
か
ら
も
手
軽
に
日
本
国
内
の
産
品
を

入
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

当
然
、
日
本
国
内
で
購
入
す
る
ほ
う
が
安

価
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ

以
外
に
、
日
本
で
消
費
す
る
こ
と
の
意
味

づ
け
（
特
定
の
客
層
を
対
象
と
し
た
商
品

な
ど
の
「
特
別
感
」
や
特
定
の
時
期
や
数

量
を
限
定
し
て
販
売
す
る
「
希
少
感
」
の

演
出
な
ど
）
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

③
域
内
調
達
率
を「
高
め
る
」

【
地
域
の
産
品
を
活
用
す
る
】

　

域
内
調
達
率
を
高
め
る
上
で
、
最
も
分

か
り
や
す
い
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
内

の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど
で
地
域
内
の

産
品
を
活
用
す
る
機
会
の
創
出
、
拡
大
が

挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
観
光
地

で
は
、そ
の
重
要
性
を
理
解
し
な
が
ら
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
、
実
現
に
は
至

ら
な
い
ケ
ー
ス
や
継
続
的
な
実
施
が
難
し

い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

第
一
に
課
題
と
な
る
の
が
「
安
定
的
な

い
も
の
」
と
い
う
付
加
価
値
を
付
け
て
提

供
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
異
業
種
を
知
る
・
連
携
す
る
】

　

ま
た
、域
内
産
品
の
活
用
機
会
の
創
出・

拡
大
に
あ
た
っ
て
は
観
光
事
業
者
の
努
力

だ
け
で
な
く
、
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
異

業
種
と
の
連
携
や
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
。
ま
ず
は
、
異
業
種
間
で
日
常
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
互
い
の
状

況
を
理
解
し
合
い
な
が
らW

in-W
in

と

な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

例
え
ば
、「
知
る
」
機
会
と
し
て
は
、

観
光
事
業
者
と
生
産
者
が
交
流
で
き
る

場
（
商
談
会
な
ど
）
の
設
定
や
、
観
光
事

業
者
が
生
産
地
を
視
察
す
る
機
会
の
創

出
な
ど
、
ま
ず
は
お
互
い
を
「
知
る
」
た

め
の
取
り
組
み
を
行
う
。
次
に
、
旅
行
者

に
も
地
場
産
品
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
宿
泊
施
設
や
飲

食
店
で
活
用
し
て
い
る
食
材
を
生
産
し
て

い
る
人
の
顔
や
思
い
を
伝
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
旅
行
者
の
地
場
産
品
ニ
ー
ズ
も
高

ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
生
産

者
側
に
対
し
て
は
観
光
へ
の
関
心
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
生
産
者
が
地
場

04_14_特集01.indd   11 2017/03/31   午後6:10



12観光文化233号 April 2017

図9  産業別賃金（雇用形態別）

図10  産業別正社員・正職員および正社員・正職員以外の雇用者の構成比

資料：「平成28年賃金構造基本統計調査」（厚生労働省）より（公財）日本交通公社作成

資料：「平成24年経済センサス（活動調査）」（総務省統計局）より（公財）日本交通公社作成
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た
め
、
地
域
内
に
人
材
バ
ン
ク
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
人
材
活
用
が

可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
人
材
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
離
職
率
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
採
用
コ
ス
ト
や
人
材
育
成
コ
ス
ト
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
主

な
対
応
策
（
注
２
）
と
し
て
は
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
（
例
：
託
児
所
の
整
備
や
柔
軟
な
シ

フ
ト
勤
務
な
ど
）
の
他
に
、
中
長
期
的
な

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提
示
や
、
職
員
の
能
力

に
応
じ
て
業
務
範
囲
の
中
で
あ
る
程
度
の

裁
量
権
を
与
え
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
な
ど
、
仕
事
そ
の
も

の
へ
の
「
や
り
が
い
」
の
醸
成
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
人
材
育
成
と
も
リ
ン
ク

し
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
人
材
不
足
の
中
に
お
い
て
は
、

事
業
改
善
に
よ
っ
て
、
１
人
当
た
り
の
作

業
効
率
を
上
げ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
従
業
員
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
に

よ
っ
て
よ
り
効
率
的
な
運
営
を
可
能
と
す

る
こ
と
や
、
外
国
人
対
応
の
場
合
、
ゼ
ロ

か
ら
外
国
人
対
応
が
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

運
営
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

地
域
の
経
済
効
果
を

高
め
る
た
め
に

　

①
～
③
の
取
り
組
み
は
そ
れ
ぞ
れ
が

独
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
互
い
に

影
響
し
合
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地

域
内
に
新
た
な
観
光
施
設
を
造
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
①
訪
日
外
国
人
を
増
や
す
こ
と

に
も
通
じ
、地
域
内
の
滞
在
時
間
が
延
び
、

地
域
内
で
の
消
費
機
会
も
増
え
る
こ
と
か

ら
、
②
消
費
単
価
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
が
高
い
。
単
独
の
取
り
組
み
で
経

済
効
果
の
向
上
を
狙
う
の
で
は
な
く
、
い

く
つ
か
の
取
り
組
み
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
相
乗
効
果
を
狙
う
と
い
う
視

点
が
重
要
で
あ
る
。（

か
き
し
ま　

あ
か
ね
）

（
注
１
） ２
０
１
５
年
か
ら
集
計
表
の
一
部
に
変
更
が

あ
り
「
主
な
宿
泊
地
別
（
都
道
府
県
47
区
分

お
よ
び
地
方
運
輸
局
等
10
区
分
）
費
目
別
購

入
率
お
よ
び
購
入
者
単
価
」
が
廃
止
さ
れ
た

た
め
２
０
１
４
年
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
分
析

を
行
っ
た
。
な
お
、
宿
泊
費
に
つ
い
て
は
団

体
ツ
ア
ー
分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
に
留
意

が
必
要
で
あ
る
。

（
注
２
） 詳
細
は
『
観
光
文
化
』
２
３
０
号
を
参
照
の

こ
と
。

秀
な
人
材
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
お
い

て
も
、
域
内
人
材
を
活
用
す
る
た
め
の
具

体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

（
コ
ラ
ム
「
旅
館
に
お
け
る
離
職
率
低
下

と
生
産
性
向
上
に
関
す
る
取
り
組
み
」）

　

人
材
活
用
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
ま

ず
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
観
光
地
の
場
合
、
旅
館
を

は
じ
め
と
し
た
中
小
規
模
の
事
業
者
が
多

く
、
採
用
に
あ
ま
り
コ
ス
ト
を
か
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
旅
館
組
合
や
温

泉
組
合
単
位
で
の
一
括
し
た
採
用
な
ど
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
採
用
を
行
う
こ
と
も
有

効
で
あ
る
。
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く
、

海
外
か
ら
の
採
用
も
可
能
と
な
る
た
め
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
人
材
の
確
保
と
い
う

観
点
に
お
い
て
も
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て

期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
地
域
内
で
繁
閑
が
存
在
す
る
別

の
産
業
に
従
事
す
る
人
（
例
：
農
業
な
ど
）

に
対
し
て
副
業
的
な
位
置
づ
け
で
観
光
に

も
従
事
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
業
種
に
よ

っ
て
は
シ
ル
バ
ー
人
材
な
ど
で
補
う
こ
と

も
で
き
る
。
ま
た
、
需
給
を
一
致
さ
せ
る

産
品
の
活
用
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
経

済
波
及
効
果
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、

そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
こ
と

も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
域
内
人
材
を
活
用
す
る
】

　

宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る

賃
金
（
正
社
員
26
・
１
万
円
、
正
社
員
以

外
18
・
５
万
円
）
は
12
産
業
中
最
下
位
と

低
い
水
準
に
あ
り
（
図
９
）、
正
規
雇
用

の
比
率
（
21
・
６
%
）
も
17
産
業
中
最
下

位
で
あ
る
（
図
10
）。
利
益
率
が
低
い
観

光
産
業
に
お
い
て
は
、
賃
金
を
上
げ
る
こ

と
や
、
正
規
雇
用
者
の
割
合
を
高
め
る
こ

と
が
経
営
悪
化
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
「
低
賃
金
化
」「
非
正
規
化
」
が
、

定
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
増
え
続

け
、
全
国
各
地
の
観
光
地
で
人
手
不
足
が

叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
現
在
の
よ
う
な
労

働
条
件
で
の
人
材
確
保
は
難
し
く
、
観
光

業
特
有
の
こ
う
し
た
問
題
の
根
本
解
決
に

あ
た
っ
て
は
、
観
光
産
業
の
地
位
そ
の
も

の
を
向
上
さ
せ
、
ま
ず
は
賃
金
ア
ッ
プ
、

正
社
員
・
職
員
採
用
の
割
合
を
高
め
、
優

04_14_特集01.indd   13 2017/03/31   午後6:10



14観光文化233号 April 2017

　「湖楽おんやど　富士吟景」（以下「富士吟景」）
では、近年、台湾からの FIT を中心に訪日外国人
旅行者が急増している。正社員数 35人はほとんど
が地元採用で、町内の旅館の中では 30 程度の客
室数に対する社員数は多いほうではあるが、好調
なインバウンド需要も影響し、人手不足が課題とな
っている。女将の外川由理氏は「人手不足でも派
遣社員は採用しません。同じ目標を持って頑張って
くれた社員が築き上げた今の組織の形が崩れてし
まう可能性があるからです。人手を増やすのではな
く、今いる社員のモチベーションや生産性を上げ、
その分、今いる社員に還元したいと思っています。」
と語る。
　外川氏が富士吟景に嫁いだ17 年前から、夫であ
る現社長とともに宿の運営を任されてきた。当初
は離職率も高く、人材育成にしっかりと取り組んで
いるとは言い難い状況だったが「このままでは今の
雇用を守ることはできない」と感じ、6 年前より人
材定着のためのさまざまな取り組みを進めている。
　1 つ目は仕事への「やりがい」の醸成である。富
士吟景では、月に 1 度の会議でお客様アンケート
の結果を社員全員で共有し、改善すべき点がある
場合には会議の場で、「誰が」「いつまでに」改善
するかを明確にし、各自に責任感が生まれた。また、
接客対応は基本的に現場のスタッフに判断を任せ
ている。当初は出張中の女将に判断を求める電話
がかかってくることもあったが、現在はほぼない。
社員一人ひとりが考えて行動することが実行され、
能力が向上した結果と言えるだろう。
　自ら考えるという姿勢は今後の宿のあり方にも
及ぶ。5 年後、10 年後にどんな宿にしたいか、ど
う変えていきたいかということを社員一人ひとりが
考え、業務中の会議などはもちろんのこと、業務
時間外の食事会や職場旅行などのコミュニケーシ
ョンも通じて、社長以下全員で共有し、ともに富士
吟景の未来を考えている。
　2 つ目は、働く人の満足度（Employee Satisfaction 
:ES）の観点からは、働きやすい環境づくりも必要
となる。外川氏の前職である労務管理の経験も活
かして、さまざまな制度を見直した。午後半休と
午前半休を組み合わせて丸一日の年休としてカウン

旅館における離職率低下と生産性向上に関する取り組み
―湖楽おんやど　富士吟景の事例―

湖楽おんやど　富士吟景　女将　外川由理氏

トする「たすきがけ」と言われる旅館業特有の年休
を廃止した。その代わり、子どもを持つ女性社員
が多いため、複数の勤務シフトの導入や、子ども
の学校行事の際は必ず年休を取得させるなど、ラ
イフステージに合わせて働くことができるよう環境
整備に努めた。
　これらに加え、生産性を向上させるためにマル
チタスク化を導入している。フロントが忙しい時間
帯とお客様対応で忙しい時間帯は異なり、状況に
合わせて必要な人数を配置することが求められる。
そのためには、担当性ではなく、一人ひとりが複数
の役割を果たせることが重要であるためだ。また、
各担当部署の仕事を主と補の 2 人体制で行うこと
で、突発的に何か起きても安定して対応できるよう
になり、「個人」ではなく「組織」で対応することに
よって生産性が向上した。
　外川氏は「人材育成への投資や社員とのコミュニ
ケーションの機会（食事会や職場旅行など）やそれ
にかかる費用は他の旅館に比べて多いと思います。
まだまだ課題も多い。でも以前のように資金繰り
に苦労したり、社員が突然辞めることはなくなりま
した。これは今までの取り組みの成果でもありま
す。こういうビジネスモデルも ” あり ” だと思ってい
ます。」と語る。
　経費削減に最も効果があると言われる人件費を
カットする企業が多い中、富士吟景の取り組みは
一見遠回りにも見える取り組みである。しかし、あ
えて遠回りをすることによって、人材の定着が図ら
れ、採用コストや人材育成コストの削減、生産性
向上につなげている事例ではないだろうか。人材
不足が叫ばれる観光産業においては示唆に富む取
り組みと言えるだろう。

域内人材活用における参考事例

社内勉強会の様子（資料：湖楽おんやど富士吟景　若女将のつぶやき）

04_14_特集01.indd   14 2017/03/31   午後6:10


